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「給水スポット」設置状況 

➀公共施設 ➁小中学校 

小中学校での出前講座(環境教育) 

令和６年５月２１日  

     佐世保市環境部 

            佐世保市教育委員会 

            佐世保市水道局 

「プラスチックごみ削減の推進に関する協定」について 

１．協定の趣旨について  

この度、佐世保市・佐世保市教育委員会・佐世保市水道局はウォータースタンド株式会社と連携協定を締

結し、プラスチックごみ削減の推進のため、マイボトル運動を通じ、市内への水道水を使用した「給水スポ

ット」の設置を進めます。本協定は、市におけるゼロカーボンシティの実現のため相互に連携・協力し、

SDGs の掲げる持続可能な地域づくりを目指すことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「給水スポット」の設置について  

現在、市内離島を除くすべての小中学校(66 台)と市役所の「1 階ロビー」や「地区コミュニティセンタ

ー」、「すこやかプラザ」など市の公共施設に 50 台の計 116 台の設置を随時進めており、令和 6 年の 10 月

ごろまでにはすべて設置完了する予定です。また、将来的には公共・民間合わせて市全体では 3 年間で約

200 台の設置を目標(公共施設 150 台、民間施設 50 台)としております。(試験的に市役所 3 ヵ所設置済み) 

３．協定による効果について  

市内での「マイボトル運動」を推進・浸透による、「ペットボトルの削減量」や「給水スポット利用回数

(量)」を目標とし、小中学校では、「環境意識の向上」や「環境教育」のための環境イベントの開催や出前

講座等を実施します。 

４．水道局が事務局を担う理由について  

「給水スポット」で使用する水道水は、ミネラルウォーターなどのペットボトルと比べ、製品化される

まで環境への影響が小さく「環境負荷低減」への貢献ということからも水道局が関わる大きな理由の１つで

あり、農水産物の地産地消に対し、市水道局は消費地と水源が近いことを「水の地産地消」と表現して、環

境保全について積極的に取り組んでおります。 
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また、ミネラルウォーターは、「地下からの採水」、「ボトリング(製品化)」、「製品の運搬」などのエ

ネルギーを消費しますが、一方、水道水は、消費地近い場所であるダムや河川水から比較的大きな水道施設

を使い、取水・浄水し、水道管により各家庭に直接配水しており、ペットボトルと同じ 500 ㎖の「水」でミ

ネラルウォーターと水道水を比較した場合、当然ながら、水道水の方が「環境にやさしい水」となります。 

  

５.【協定企業 ウォータースタンド(株)の実績】 

連携協定先の企業であるウォータースタンド(株)は、企業理念として、未来の世代のために より良い地

球環境を引き継ぐことを掲げられ、マイボトルを携帯する新しい文化を創り、気候変動やプラスチックごみ

による環境問題に取り組むことをミッションとされておられます。 

また、環境問題への取り組みとして「ボトルフリープロジェクト」という運動を全国で展開されており、

現在、88 自治体と環境保全に関する連携協定を締結され、その具体的な手段であります「水道直結型給水

スポット設置」や「環境問題に関する出前講座の協力」などの実施により、「環境負荷低減」や「環境問題

への意識向上」などに貢献されています。 

九州では、福岡県(田川市、直方市ほか)と佐賀県(唐津市)と鹿児島県(鹿屋市)の 5 自治体と連携協定を結

ばれていますが、長崎県では、現在協定を結んでいる自治体はないため、今回、佐世保市が県内第１号とな

ります。 

 

プラスチックごみ削減の推進に関する協定締結式について 

 

１ 趣 旨  佐世保市、市教育委員会及び市水道局とウォータースタンド株式会社は、プラスチックご

み問題に対する共通認識のもと、地球規模での海洋汚染をもたらしているプラスチックごみ

問題の解決に向けて、プラスチックごみの削減を推進するため協定を締結するもの。 

 

２ 日 時  令和６年５月２８日(火) １０：００～１１：００（予定） 

 

３ 場 所  佐世保市役所５階庁議室 

 

４ 出 席 者  佐世保市長 宮島大典、佐世保市教育長 陣内康昭、佐世保市水道局長 中島勝利 

ウォータースタンド(株) 九州支社 支社長 小岩利光 

 

５ 会 次 第   ①連携協定の概要説明(パワーポイント資料) 

②協定書の交換(市長、教育長、水道局長、ウォータースタンド(株)の４者協定) 

  ※事前押印 

③協定書を持ち、写真撮影 

④佐世保市 宮島市長あいさつ 

⑤佐世保市 陣内教育長あいさつ 

⑥佐世保市  中島水道局長あいさつ 

⑦ウォータースタンド(株)   小岩九州支社長あいさつ 

⑧市役所１階「給水スポット」で、宮島市長の試飲 

※現時点での予定であり当日に内容変更の可能性もあります。 
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